
・平成２３年度の資産経営部資産経営課の設置以降、「千葉市資産経営基本方針」、「千葉市公共施設見

直し方針」を策定し、市独自の資産経営に関する取組みを進めてきた。

・その後、国の要請に従い、平成２７年度にインフラ施設も含めて「千葉市公共施設等総合管理計画」を

策定するなど、資産経営に関する計画等が複数となり、記載内容が重複する、わかりにくいなどの課題が

発生している。

・そのため、「千葉市公共施設等総合管理計画」の改訂と併せて、以下のとおり、市の資産経営に関する

計画体系（方針・計画等）を整理する。

資産経営に関する計画体系の整理について

現 在 改 訂 （ 案 ）

策

定

順

序

千葉市資産経営

基本方針

（市独自に策定）

【Ｈ24.1策定】

千葉市公共施設

見直し方針

（市独自に策定）

【Ｈ26.7策定】

千葉市公共施設等

総合管理計画

（国の要請により策定）

【Ｈ27.5策定】

千葉市公共施設

再配置推進指針

（市独自に策定）

【Ｈ29.3策定】

千葉市公共施設等

個別施設計画

（国の要請により策定）

【Ｈ30.5策定】

・対象範囲：市が保有している公共建築物・インフラ施設（土地含む）

・資産経営の基本的な考え方…
１ 資産の効率的な利用を進める

２ 資産総量の縮減を進める

３ 計画的な保全による施設の長寿命化を進める

千葉市資産経営

基本方針

・令和２年度までにすべての公共施設等を対象に策定

・総合管理計画に基づき、公共建築物及びインフラ施設の各施設

ごとの長寿命化のための取組みや公共建築物の再配置計画を

示すものとして策定

※取組みの進捗状況を追記予定

千葉市公共施設等

個別施設計画

第１章 公共施設等総合管理計画とは

・位置づけ：インフラ長寿命化計画（行動計画）に位置づけ

・計画期間：10年間（令和2～11年度（2020～2029年度））

・対象範囲：本市が保有するすべての公共施設等

（「公共建築物」・「インフラ施設」（土地含む））

第２章 公共施設等を取り巻く現状及び課題

・総人口や年代別人口の見通し、都市構造等

・市の財政状況（市債残高、健全化判断比率の状況等）

・公共施設等の老朽化の状況

・維持管理・更新費等に係る中長期的な経費の見込み（自然体）

第３章 計画目標

・計画目標の設定【全体（公共建築物＋インフラ施設）を対象】

第４章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な考え方

・資産経営基本方針に定める資産経営の基本的な考え方を踏まえ、

管理等に関する基本的な考え方を定める

・公共建築物の取り組みの方向性として、資産経営システムに基づく

資産の総合評価、計画的保全の取り組み、再配置検討ツールや

再配置を行うための検討方法・手続きを示す

また、施設グループごとの見直しの方向性を示す

・インフラ施設の取り組みの方向性として、適切な維持管理や

長寿命化 及び維持管理コストの縮減のための考え方を示す

また、施設グループごとの取り組みの方向性を示す

・その他、歳出削減と歳入確保の取り組みの方向性を示す

・維持管理・更新費等に係る中長期的な経費の見込み（対策後）

第５章 取り組みの推進にあたって

・計画の推進体制（主管課長等会議の設置）

・計画の進行管理（ＰＤＣＡサイクル）

千葉市公共施設等

総合管理計画

一

本

化
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整合を図るため、不断の見直しを実施


